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(57)【要約】
【課題】　スライドショーの再生時間の設定に関するユ
ーザ操作を簡易化することを目的とする。
【解決手段】　画像の属性情報に基づいて、複数の画像
を一又は複数のグループに分類し、各グループに対する
スライドショー再生時間を設定し、各グループを構成す
る各々の画像に対して表示時間を配分し、設定された表
示時間に基づいてスライドショー再生を制御するための
再生スケジュール情報を生成する。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画像をスライドショー表示するための機能を有するコンピュータが実行する情報
処理方法であって、
　スライドショーの対象となる複数の画像に対応付けられている属性情報にしたがって、
前記画像をグループに分類する分類工程と、
　各々の前記グループにスライドショーの再生時間を設定する設定工程と、
　各々の前記グループに分類された前記画像の数に基づいて前記再生時間を配分し、各々
の前記画像の表示時間を設定する配分工程と、
　前記表示時間にしたがって順次、前記画像を表示するよう制御するための再生スケジュ
ール情報を生成する生成工程と
を実行する情報処理方法。
【請求項２】
　前記配分工程は同じグループに分類された前記画像に対して前記再生時間を等しく配分
し、表示時間とすることを特徴とする請求項１に記載の情報処理方法。
【請求項３】
　前記分類工程では、被写体情報、位置情報、連写情報、日時情報のうち１つ以上の属性
情報にしたがって前記画像をグループに分類することを特徴とする請求項１又は２に記載
の情報処理方法。
【請求項４】
　前記分類工程では、分類されたグループ内に別のグループを設定することが可能である
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の情報処理方法。
【請求項５】
　更に、少なくとも一部の前記画像に対して固定の表示時間を指定する指定工程を有し、
　前記配分工程は、前記指定工程によって固定の表示時間を指定されない前記画像に対し
て、前記再生時間若しくは前記再生時間から前記指定工程によって指定された前記固定の
表示時間を除いた時間を等しく配分し、表示時間とすることを特徴とする請求項１乃至４
のいずれか１項に記載の情報処理方法。
【請求項６】
　スライドショーの対象となる複数の画像に対応付けられている属性情報にしたがって、
前記画像をグループに分類する分類手段と、
　各々の前記グループにスライドショーの再生時間を設定する設定手段と、
　各々の前記グループに分類された前記画像の数に基づいて前記再生時間を配分し、各々
の前記画像の表示時間を設定する配分手段と、
　前記表示時間にしたがって順次、前記画像を表示するよう制御するための再生スケジュ
ール情報を生成する生成手段と
を有する情報処理装置。
【請求項７】
　前記配分手段は同じグループに分類された前記画像に対して前記再生時間を等しく配分
し表示時間とすることを特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記分類手段では、被写体情報、位置情報、連写情報、日時情報のうち１つ以上の属性
情報にしたがって前記画像をグループに分類することを特徴とする請求項６又は７に記載
の情報処理装置。
【請求項９】
　前記分類手段では、分類されたグループ内に別のグループを設定することが可能である
ことを特徴とする請求項６乃至８のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　更に、少なくとも一部の前記画像に対して固定の表示時間を指定する指定手段を有し、
　前記配分手段は、前記指定手段によって固定の表示時間を指定されない前記画像に対し
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て、前記再生時間若しくは前記再生時間から前記指定手段によって指定された前記固定の
表示時間を除いた時間を等しく配分し、表示時間とすることを特徴とする請求項６乃至９
のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　更に、スライドショーの対象となる複数の画像及び前記再生スケジュール情報をクライ
アントコンピュータへネットワークを介して送信する送信手段を有することを特徴とする
請求項６乃至１０のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　コンピュータに、
　スライドショーの対象となる複数の画像に対応付けられている属性情報にしたがって、
前記画像をグループに分類させる分類工程と、
　各々の前記グループにスライドショーの再生時間を設定する設定工程と、
　各々の前記グループに分類された前記画像の数に基づいて前記再生時間を配分し、各々
の前記画像の表示時間を設定する配分工程と、
　前記表示時間にしたがって前記画像を順次、表示するよう制御するための再生スケジュ
ール情報を生成する生成工程と
を実行させるためのプログラム。
【請求項１３】
　前記配分工程は同じグループに分類された前記画像に対して前記再生時間を等しく配分
し表示時間とすることを特徴とする請求項１２に記載のプログラム。
【請求項１４】
　前記分類工程では、被写体情報、位置情報、連写情報、日時情報のうち１つ以上の属性
情報にしたがって前記画像をグループに分類することを特徴とする請求項１２又は１３に
記載のプログラム。
【請求項１５】
　前記分類工程では、分類されたグループ内に別のグループを設定することが可能である
ことを特徴とする請求項１２乃至１４のいずれか１項に記載のプログラム。
【請求項１６】
　更に、少なくとも一部の前記画像に対して固定の表示時間を指定する指定工程を有し、
　前記配分工程は、前記指定工程によって固定の表示時間を指定されない前記画像に対し
て、前記再生時間若しくは前記再生時間から前記指定手段によって指定された前記固定の
表示時間を除いた時間を等しく配分し、表示時間とすることを特徴とする請求項１２乃至
１５のいずれか１項に記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の画像をスライドショー表示するための情報処理方法及び情報処理装置
及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の画像を順次表示するスライドショー機能が知られている。
【０００３】
　また近年、不揮発性メモリの記憶容量が増大していること、オンラインアルバム等の画
像サービスが提供されていること等から、多くの画像を集約して管理することが可能とな
った。
【０００４】
　つまり、ユーザがスライドショー機能を用いて多くの画像を閲覧する場合が考えられる
。
【０００５】
　現在、スライドショーの対象となる複数の画像を表示情報に応じて順次切り替えて再生
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する方法として、対象画像に対応付けられている関連情報に基づいて当該画像の再生状態
を変更する画像再生装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００６】
　また、画像情報の関連度に基づいて少なくとも一部の画像をグループとして、当該グル
ープの最初に表示される画像の表示時間をより長く設定し、設定した表示時間にしたがっ
て画像を表示する電子アルバム表示システムが知られている（例えば、特許文献２参照）
。
【特許文献１】特開２００６－１５７３２４号公報
【特許文献２】特開２００５－３４８３７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１及び特許文献２では、スライドショーの対象となる１枚１枚
の画像に対して表示時間を個別に設定するため、画像数が増大すると、ユーザ操作が煩雑
になる場合があった。
【０００８】
　また、スライドショーの対象となる画像に、例えば、高速連写された画像等が多数含ま
れていた場合、スライドショー実行時に、似たような画像が表示され続けることがあった
。
【０００９】
　したがって、スライドショー実行時に、例えば、高速連写された画像については表示時
間を短くしたいという要望があった。
【００１０】
　つまり、スライドショーの再生時間を簡単な操作で設定するための種々の対策が望まれ
ていた。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　そこで、本発明は、複数の画像をスライドショー表示するための機能を有するコンピュ
ータが、スライドショーの対象となる複数の画像に対応付けられている属性情報にしたが
って、前記画像をグループに分類する分類工程と、各々の前記グループにスライドショー
の再生時間を設定する設定工程と、各々の前記グループに分類された前記画像の数に基づ
いて前記再生時間を配分し、各々の前記画像の表示時間を設定する配分工程と、前記表示
時間にしたがって順次、前記画像を表示するよう制御するための再生スケジュール情報を
生成する生成工程と、を実行することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明は、情報処理装置及びプログラムとしてもよい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、スライドショーの再生時間の設定に関する煩雑なユーザ操作を簡易化
することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して、本発明に係る実施形態について説明する。
【００１５】
　（第１の実施例）
　図１は情報処理装置の一構成を示したブロック図である。
【００１６】
　１００はスライドショーの再生時間を設定する機能を有した情報処理装置本体である。
【００１７】
　１０１はシステム全体の動作をコントロールするＣＰＵ（中央演算処理装置）であり、
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１０２は読み出し専用メモリであるＲＯＭ（リードオンリーメモリ）であり、１０３は不
揮発性メモリであるＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）である。
【００１８】
　また、１０４はスライドショーの再生時にスライドショーの対象画像が展開される、例
えば、ビデオメモリなどの表示メモリであり、１０５はスライドショーを表示するための
、例えば、液晶ディスプレイなどの表示装置である。
【００１９】
　また、１０６はスライドショーの対象画像が蓄積されている、例えば、ＨＤ（ハードデ
ィスク）などの記録装置であり、１０７はユーザが入力操作を行うための、例えば、マウ
ス１０８又はキーボード１０９などの入力装置である。
【００２０】
　尚、ＲＯＭ１０２は以下に説明するフローチャートに示されている各ステップが、例え
ば、コンピュータ読み取り可能なプログラムコードの形態でアプリケーションプログラム
領域１０２１に展開されている。あるいは、アプリケーションプログラムは記憶装置１０
６に格納されており、実行時にＲＡＭ１０３に展開されて、以下に説明するフローチャー
トに示されている各ステップが実行される。
【００２１】
　また、ＲＡＭ１０３はワークエリア１０３１、画像分類テーブル領域１０３２、再生時
間テーブル領域１０３３、表示時間テーブル領域１０３４等からなる。
【００２２】
　ワークエリア１０３１はＣＰＵ１０１が制御を行う場合のワークエリア等であり、画像
分類テーブル領域１０３２は画像の属性情報によって分類された当該画像を指定するため
のインデックス情報を記憶する。
【００２３】
　また、再生時間テーブル領域１０３３は後述のグループ毎の再生時間を記憶し、表示時
間テーブル１０３４は画像毎の表示時間を記憶する。
【００２４】
　また、記録装置１０６には、ＯＳ（オペレーティングシステム）やスライドショーを実
行させるためのアプリケーションプログラムが蓄積されている。
【００２５】
　また、ＣＰＵ１０１はＯＳにしたがって、スライドショーを実行させるためのアプリケ
ーションプログラムを読み出し、起動させて以下に説明する処理を実行する。
【００２６】
　図２は、情報処理装置１００による処理動作の一例を示したフローチャートである。
【００２７】
　まず、ステップＳ２０１で、ＣＰＵ１０１は、記録装置１０６に蓄積されている一又は
複数の画像の属性情報に基づいて、当該画像を一又は複数のグループに分類し、画像分類
テーブル領域１０３２にインデックス情報を記憶させる。
【００２８】
　尚、ステップＳ２０１で、属性情報とは、例えば、Ｅｘｉｆ（Ｅｘｃｈａｎｇａｂｌｅ
　ｉｍａｇｅ　ｆｉｌｅ）フォーマットの情報である。
【００２９】
　図３は、画像のＥｘｉｆ圧縮データファイル構造の一例を示した図である。
【００３０】
　次に、当該画像のグループ化が完了すると、ステップＳ２０２で、各グループに対する
再生時間が設定され、再生時間テーブル領域に再生時間情報が記憶される。
【００３１】
　尚、図４は、ステップＳ２０２で、各グループに再生時間を設定する際に表示装置１０
５に表示される時間設定画面の一例である。
【００３２】
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　また、図４は、全てのグループに均等の再生時間（６０秒）が設定され、各グループを
構成する画像枚数から１枚あたりの表示時間が配分される場合の例を示している。
【００３３】
　次に、グループ毎の再生時間の設定が完了すると、ステップＳ２０３で、各グループを
構成する各々の画像に対して表示時間が設定され、表示時間テーブル領域１０３４に表示
時間情報が記憶される。
【００３４】
　尚、図４の場合において、例えばグループ内に画像が６枚あれば、ステップＳ２０３で
、１枚あたりに設定される表示時間はグループに対して設定された再生時間の１／６（１
０秒）が設定される。
【００３５】
　つまり、グループを構成する画像が多い場合、１枚あたりの表示時間は短くなり、少な
い場合、１枚あたりの表示時間は長くなる。
【００３６】
　次に、ステップＳ２０４で、少なくとも画像分類テーブル領域１０３２及び表示時間テ
ーブル領域１０３４に記憶された情報に基づいて全体の再生スケジュール情報が生成され
る。
【００３７】
　尚、再生スケジュール情報とは、例えば、図６に示すように、スライドショーの対象と
なる画像の再生順序と、当該画像のインデックス情報と、当該画像の表示時間とが対応付
けられた構成となっている。
【００３８】
　次に、ステップＳ２０５で、当該再生スケジュール情報の順に、インデックス情報に対
応する画像が記録装置１０６より表示メモリ１０４に読み出される。
【００３９】
　また、表示メモリに読み出された当該画像は、設定された表示時間毎に順次切り替えて
表示装置１０５に表示される。
【００４０】
　以下、図３のＥｘｉｆ圧縮データファイル構造の一例を示した図について説明する。
【００４１】
　３０１は、ＪＰＥＧ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒ
ｏｕｐ）ファイルの記録形式の一例である。
【００４２】
　ファイルの先頭を表すＳＯＩ（Ｓｔａｒｔ　Ｏｆ　Ｉｍａｇｅ）マーカ直後にＡＰＰ１
（アプリケーションマーカセグメント）が挿入され、ＡＰＰ１にＥｘｉｆの付加情報が記
述される。
【００４３】
　３０２は、ＡＰＰ１の内部構成の一例である。
【００４４】
　ＡＰＰ１は、ＡＰＰ１マーカ、Ｅｘｉｆの識別コード及び付属情報本体等から構成され
る。
【００４５】
　付属情報はＦｉｌｅ　Ｈｅａｄｅｒを含むＴＩＦＦ（Ｔａｇｇｅｄ　Ｉｍａｇｅ　Ｆｉ
ｌｅ　Ｆｏｒｍａｔ）構造をとり、最大２つのＩＦＤ（Ｉｍａｇｅ　Ｆｉｌｅ　Ｄｉｒｅ
ｃｔｏｒｙ：０ｔｈ　ＩＦＤ、１ｓｔ　ＩＦＤ）に記録できる。
【００４６】
　０ｔｈ　ＩＦＤには、圧縮されている画像（主画像）に関する付属情報が記録される。
【００４７】
　１ｓｔ　ＩＦＤには、サムネイル画像が記録される。
【００４８】
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　また、図３に示されるように、０ｔｈ　ＩＦＤに、Ｅｘｉｆ固有の付属情報を記録する
ためのＥｘｉｆ　ＩＦＤ３０３が存在する。
【００４９】
　Ｅｘｉｆ　ＩＦＤ３０３の付属情報には、バージョンに関する情報からユーザ情報まで
を記録することができる。
【００５０】
　Ｅｘｉｆ　ＩＦＤ３０３の付属情報としては、例えば、露出時間、Ｆ値、ＩＳＯ感度、
シャッタースピード、絞り、焦点距離、測光方式、日時情報、画像圧縮比等が存在する。
【００５１】
　また、ユーザ情報内にメーカノート（ＭａｋｅｒＮｏｔｅ）領域があり、メーカノート
領域には個別の情報を記入できる。
【００５２】
　このメーカノート領域に、レンズ種類情報、ドライブモード情報、位置情報、電源情報
、メディア情報、ファイルサイズ情報、被写体情報、撮影者情報を登録する。
【００５３】
　このことにより、例えば、これらの情報を用いて、情報処理装置１００が、画像をグル
ーピングすることができるようになる。
【００５４】
　つまり、例えば、被写体情報、位置情報、連写情報、日時情報という項目によって分類
することが可能である。
【００５５】
　また、被写体情報とは、例えば、周知の顔検知機能に基づく情報であり、位置情報とは
、例えば、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）情報である
。
【００５６】
　尚、例えば、被写体情報によってグルーピングした場合、特定の被写体が長時間表示さ
れたり、ほとんど表示されない被写体がないようにすることが可能になる。
【００５７】
　また、例えば、位置情報によってグルーピングした場合、同一又は類似した場所で撮影
された画像をまとめることができるため、同じ場面が延々と表示されることがないように
することが可能となる。
【００５８】
　また、例えば、連写情報によってグルーピングした場合、連写画像という構図的にほと
んど同じ画像群を同じグループに分類することできるので、同じような画像が延々と表示
されることがないようにすることが可能となる。
【００５９】
　以上のように、グループに分類された同一グループの画像数に応じて、各画像の表示時
間が配分されるので、単調な表示内容になることを防ぐ効果がある。
【００６０】
　また、ステップＳ２０１では、ユーザがスライドショーの対象となる画像を選択する際
、例えば、画像が蓄積されているフォルダーを指定することで、当該フォルダーに含まれ
る画像を選択してもよい。
【００６１】
　また、ステップＳ２０１では、ユーザが入力装置１０７を操作することで、例えば、階
層的なグループに分類する、又は、サブグループに分類する、又は、グループ内に別のグ
ループが入れ子になるように分類してもよい。
【００６２】
　つまり、例えば、日時情報によって分類する場合、スライドショーの対象となる画像を
月毎のグループに分類し、更に、当該画像を各月の特定の日付に応じたサブグループに分
類することが可能である。
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【００６３】
　また、ステップＳ２０１で、ユーザによる入力装置１０７への入力操作によって、例え
ば、図４に示される時間設定画面のＧＵＩ（グラフィカルユーザーインターフェース）を
操作することで表示順序、再生順序等を変更できる構成としてもよい。
【００６４】
　例えば、ユーザによるマウス１０８への入力操作によって、図４のグループＡの領域４
０４をグループＢの領域４０５とグループＣの領域４０６間にドラッグ・アンド・ドロッ
プすることで、再生順序をグループＢ、Ａ、Ｃの順とすることも可能である。
【００６５】
　また、例えば、図４の画像ｇの領域４０６を画像ｈの領域４０７と画像ｉの領域４０８
間にドラッグ・アンド・ドロップすることで、表示順序を画像ｈ、画像ｇ、画像ｉとする
ことも可能である。
【００６６】
　また、例えば、図４の画像ｃの領域をクリックすることで、画像ｃをグループＡから削
除し、画像ｃをスライドショーの対象画像としないことも可能である。
【００６７】
　また、ステップＳ２０２で、ユーザによる入力装置１０７への入力操作によって、各グ
ループの再生時間入力フォーム４０１に任意の再生時間を設定する構成としてもよい。
【００６８】
　また、ステップＳ２０２では、再生時間入力フォーム４０１に入力された各グループの
再生時間の合計を計算して、総再生時間を示す構成としてもよい。
【００６９】
　また、ステップＳ２０２では、まず、総再生時間入力フォーム４０２に入力された総再
生時間を設定し、各グループに対して、等しく再生時間を割り当ててもよい。
【００７０】
　また、ステップＳ２０２では、まず、総再生時間入力フォーム４０２に入力された総再
生時間を設定し、各グループに対して、当該グループに含まれる画像の枚数によらず、ユ
ーザが任意にパーセンテージ等によって再生時間を割り当ててもよい。
【００７１】
　また、ステップＳ２０３では、各グループ内で、画像１枚あたりの表示時間の下限値あ
るいは上限値を設定しもてよい。
【００７２】
　画像１枚あたりの表示時間の下限値あるいは上限値を設定した場合の例を以下に示す。
【００７３】
　まず、画像１枚あたりの表示時間の上限値としてＴｍａｘ並びに、下限値としてＴｍｉ
ｎが設定されているとする。
【００７４】
　このとき、あるグループは５枚の画像を含み、Ｔｓｃという再生時間が配分されている
場合、画像１枚あたりの表示時間は、Ｔｓｃ／５秒となる。
【００７５】
　そこでＴｍｉｎ＜Ｔｓｃ／５＜ＴｍａｘとなるようにＴｓｃ／５が設定されているか否
か判定する。
【００７６】
　次に、Ｔｓｃが上記の関係と満たしていない場合、例えば、Ｔｍｉｎ又はＴｍａｘを画
像１枚あたりの表示時間として再設定してもよい。
【００７７】
　尚、図５は時間設定画面の別の例であり、設定領域５０１を操作することで、各グルー
プにおける最初の１枚目の画像を、予め決定されている時間に固定するように設定できる
。
【００７８】
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　また、再生スケジュール情報は、記録装置１０６に蓄積させる構成としてもよい。
【００７９】
　尚、図１に示すように、ＲＡＭ１０３は更に、インジケータを表示する際のバッファメ
モリであるインジケータ領域１０３５を有する。
【００８０】
　また、ＲＡＭ１０３は更に、ユーザが操作入力を行うためのポインタ位置を示す情報が
格納されるポインタ領域１０３６を有する。
【００８１】
　これによって、再生スケジュール情報をインジケータとしてスライドショーを実行して
いる画面にオーバーレイさせて表示し、更に、ユーザによる入力装置１０７への入力操作
によって、スライドショーの実行の状況を制御することが可能となる。
【００８２】
　図７にインジケータが表示されているスライドショーの実行画面の例を示す。
【００８３】
　図７の画面下部には、インジケータバー７００によって、スライドショー対象画像が分
類されたグループ毎に区分けされて表示されている。
【００８４】
　このようにスライドショー再生時間中、各グループにどの程度の再生時間をもって存在
しているかを視覚的に捉えることができる。
【００８５】
　また、例えば、インジケータマーク７０１により表示画像領域７０２に表示された画像
がスライドショー全体の時系列のどの部分であるか感覚的に理解することができる。
【００８６】
　さらに、インジケータバー７００の任意の領域を指定した場合に、その位置に相当する
再生スケジュールに相当する画像を表示画像領域７０２に表示することが可能である。
【００８７】
　つまり、リアルタイムで再生の状況を変更することが可能である。
【００８８】
　このようにインジケータバー７００への所定の操作で、例えば、再生速度を変更する、
又は再生スケジュールをスキップするような機能バリエーションをもたせることが可能で
ある。
【００８９】
　また、ユーザは任意の時点で再生スケジュールを変更し、より柔軟性に富んだ再生効果
を実現することが可能である。
【００９０】
　尚、上述した一連の処理は、情報処理装置１００にアプリケーションプログラム（ソフ
トウエア）を記憶させ、アプリケーションプログラムを実行させることによって実現され
るが、ハードウエアによって実現するようにしてもよい。
【００９１】
　図８はハードウエアによって実現した情報処理装置の一構成を示したブロック図である
。
【００９２】
　８００はスライドショーの再生時間を設定する機能を有した情報処理装置本体である。
【００９３】
　また、８０１は画像分類部であり、８０２は再生時間設定部であり、８０３は表示時間
配分部であり、８０４は表示制御部である。
【００９４】
　更に、再生スケジュール情報をインジケータとしてスライドショーを実行している画面
にオーバーレイさせて表示するインジケータ表示部８０５と、インジケータに対して、ユ
ーザの操作入力を受け付けるための操作制御部８０６とを有する構成としてもよい。
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【００９５】
　（第２の実施例）
　図９は、ネットワークを介して、本発明を実現した例を示す図である。
【００９６】
　９００は本発明のアプリケーションプログラムが展開されているアプリケーションサー
バであり、９０１はスライドショーの対象となる画像が蓄積されているファイルサーバで
ある。
【００９７】
　また、９０２はユーザが入力操作を行うための入力装置９０３を有するクライアントコ
ンピュータである。
【００９８】
　また、９０４は、少なくともアプリケーションサーバ９００とクライアントコンピュー
タ９０２が接続されたネットワークであり、９０５はスライドショーを表示するための表
示装置である。
【００９９】
　図１０は、アプリケーションサーバ９００及びクライアントコンピュータ９０２による
処理動作の一例を示したフローチャートである。
【０１００】
　まず、ステップＳ１００１において、クライアントコンピュータ９０２から、アプリケ
ーションサーバ９００に本発明のアプリケーションプログラムを実行させるための信号が
送信される。
【０１０１】
　次に、ステップ１００２において、ファイルサーバ９０１に蓄積されている複数の画像
の属性情報に基づき、当該属性情報から一又は複数のグループに分類する。
【０１０２】
　次に、当該複数の画像のグループ化が完了すると、ステップＳ１００３において、各グ
ループに対する再生時間が設定される。
【０１０３】
　次に、グループ毎の再生時間の設定が完了すると、ステップＳ１００４において、各グ
ループを構成する各々の画像に対して表示時間が設定される。
【０１０４】
　次に、ステップＳ１００５において、各画像に設定された表示時間の情報に基づいて全
体の再生スケジュール情報が生成される。
【０１０５】
　次に、ステップＳ１００６において、アプリケーションサーバ９００は、当該再生スケ
ジュール情報の順に、ファイルサーバ９０１より表示すべき画像の情報を読み出し、クラ
イアントコンピュータに当該画像の情報及び再生スケジュール情報を送信する。
【０１０６】
　次に、ステップＳ１００７において、クライアントコンピュータ９０２は、アプリケー
ションサーバ９００から送信された表示されるべき画像を、当該再生スケジュール情報の
順に、設定された表示時間毎に順次切り替えて表示装置９０５に表示する。
【０１０７】
　尚、ステップＳ１００３において、アプリケーションサーバ９００は、クライアントコ
ンピュータ９０２に対するユーザの入力に応じて、各グループに対する再生時間を設定し
てもよい。
【０１０８】
　尚、この実施例によれば、ネットワーク上のファイルサーバにアップロードした画像デ
ータをスライドショー表示する場合の設定に関する煩雑なユーザ操作を簡易化することが
可能になる。
【図面の簡単な説明】
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【０１０９】
【図１】情報処理装置の一構成を示したブロック図である。
【図２】情報処理装置の動作を示すフローチャートである。
【図３】Ｅｘｉｆ圧縮データファイル構造の一例を示す図である。
【図４】情報処理装置が提供する時間設定画面の例を示す図である。
【図５】情報処理装置が提供する時間設定画面の例を示す図である。
【図６】再生スケジュール情報の形態の例を示す図である。
【図７】インジケータ表示の例を示す図である。
【図８】情報処理装置の一構成を示した構成図である。
【図９】ネットワークを介する情報処理装置の例を示す図である。
【図１０】ネットワークを介する情報処理装置の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１１０】
　８０１　画像分類部
　８０２　再生時間設定部
　８０３　表示時間配分部
　８０４　表示制御部
　８０５　インジケータ表示部
　８０６　操作制御部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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